
２－10
児童に見通しをもたせる学習の手順の例

～国語科での取組～

１ はじめに

複式学級では、間接指導時に効率よく、主体的に学習させるために、児童に見通しを

もたせることが大切である。そこで、「単元全体の見通し」と、「単位時間の見通し」「話

合いの見通し」「自己評価の見通し」をもって学習できる、学習の手順カードの作成を

試みた。

２ 事例

第３学年（すがたをかえる大豆・食べ物のひみつを教えます）光村図書下巻

第４学年（アップとルーズで伝える・「仕事リーフレット」を作ろう）光村図書下巻

話合いの仕方 自己評価 学習の手順 単元全体の流れ

資料１ 学習の手順

上の段が第３学年、下の段が第４学年である。１番右は、単元全体の流れである。右

から２番目は、単位時間の学習の手順である。児童が時間配分しながら学習できるよう、

上は時刻を表している。教師は、両学年を上下に見比べながら作ることができるので、

ずらしたらよい内容なども見えてくる。最終的にこの部分は、真ん中で切り離しそれぞ

れの学年の児童に配付する。３番目は本時の自己評価である。手軽に書ける質問とスペ

ースを用意しておく。１番左は、話合いの仕方である。これは、学年の発達段階に応じ

た話し方と聞き方を年間通して載せておく。必要ない部分は省いたり、一人一人に配付

せず大きく印刷して黒板に掲示したりするなど学級の実態に合わせて活用できる。

３ おわりに

毎時間準備するのは大変なように思われるが、毎時間変えるのは、本時の手順の一部

と自己評価の問いの部分だけである。少しの手間で見通しをもたせることができ、教師

が直接指導できなくても、児童が主体的に学習を進めていくことができる。
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